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参
議
院
選
挙
ダ
ブ
ル
当
選
め
ざ
し
て
！

候
補

を
予
定

し

て

い
る

二
人
に
、
夕
張

メ

ロ
ン

ゼ

リ
ー
と

シ
ナ

モ
ン
ド

―
ナ
ツ
が
プ

レ
ゼ

ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

生
活
図
画
事
件
と
は
何
か
…

治
安
維
持
法
で
検
挙
さ
れ
た
菱
谷
さ
ん
証
言

‐２
月
６
日
岩
見
沢
南
部
連
合
会
館
で
、
国

賠

同
盟
南

空
知
支
部

が
菱
谷
良

一
さ

ん

（
９４

工Ｏ

を
招

い
て
事
件

の
真
相
を
語

っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

菱
谷
さ
ん
は
１
９
４
１
年

（
昭
和

１６
年
）

９
月

旭

川

師

範

学

校

の
美

術

部

学

生

（
１９

上こ

の
時
逮
捕
さ
れ
、
同

４３
年

Ｈ
月
旭
川
地

方
裁
判
所
で
懲
役

１
年
６
カ
月

（
執
行
猶
予

３
年
）

の
判
決
を
受
け
ま
し
た
。

菱
谷
さ
ん
は

「買
指
導

の
先
生
）
熊
田
先

生
を
知

っ
て
い
る
か
』
か
ら
始
ま

っ
て
取
り

調
べ
を
受
け
た
。
生
活
に
根
ざ
し
た
図
画
は

階
級
思
想
を
啓
蒙
す
る
も

の
と
し
、　

１２
月
、

未
決
独
房
に
入
れ
ら
れ
、　
マ
イ
ナ

ス

３。
度

の

冬
は
厳
し
か

っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
『
獄
中
記
』

の
挿
絵
を
示
し
な
が
ら
、

「
手
錠
と
編
み
笠

の
姿
を
母
に
見
ら
れ
る
こ

と
が
辛

か

っ
た
。

特
定
秘
密
保
護

法

や
安

保
関
連
法

が

成
定
さ

れ
た
が
、

７０
年
前

の
よ
う
な

世

の
中

に
な
ら
な

い
よ
う
努

め

て
ほ

し

い
」
と
結

び
ま

し
た
。

『戦
争
法
』は
廃
止
を

「
明
日
の
平
和
を

つ
く

り
だ
す
夕
張

の
会
」
は
、

・２
月

１
日
、
市
議
会
議

長
を
訪
問
し
、
戦
争
法

廃
上

の
意
見
書
採
択

の

要
請
を
し
ま
し
た
。

当
日
、
共
同
代
表
の

渡
辺
輝
夫
さ
ん
と
藤
原

哲
さ
ん
が
、

９
月
議
会

で

「
安
全
保
障
関
連
法

の
慎
重
審
議
を
求
め
る

意
見
書
」
を
採
択
さ
れ

た
こ
と

へ
の
感
謝
を
の

べ
ヽ

‐２
月
議
会
で

「
戦

争
法

（安
全
保
障
関
連

法
）
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
」
が
採
択
さ
れ

る
よ
う
、
文
書
を
提
出

し
、
要
請
し
ま
し
た
。

会

で
は
、
「
三
度
に
わ

た

っ
て
学
習
会
を
開
催

し
、
現
在
、
戦
争
法
廃

止
の

″
統

一
署
名
″
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
国

が
再
び
戦
争

で
国
民
を

危
険
に
さ
ら
す

『
戦
争

法
』
は
、
直
ち
に
廃
止

す
る
こ
と
が
私
た
ち

の

願

い
で
す
。
」
と
厚
谷
議

長
に
訴
え
ま
し
た
。
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号(2)

第
・５．５
新
婦
人
夕
張
支
部

定
期
大
会
開
催
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４７

回

‐２
月

６
日
、

は
ま
な
す

会
館

に
お

い
て
、
新

日
本

婦

人

の
会
夕
張
支
部

の
第

４７
回
定
期
大
会

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

く
ま
が

い
桂

子
市
議

が

来
賓

あ

い
さ

つ
と
、
午
後

か
ら

の
討
論

で
は
、
資

料

や
視
察

の
写
真

を

ス
ク
リ

ー

ン
に
映

し
な

が

ら
、　
一

時

間

に
わ
た

っ
て
、
市

の

状
況
等

を
説
明

し
ま

し
た
。

明
治

４。
年

夕
張
坑
夫
た
ち
の
た
た
か
い

③

７
月
１
日
、
ふ
た
た
び
要
求
を
か
か
げ

５
月
の
第

一
斜
坑

の
た
た
か
い
の
後
、
歌
志
内
、

神
威
、
文
殊
な
ど

の
炭
鉱

で
も
、
坑
夫
た
ち
は
次

々

立
ち
あ
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
盛
り
上
が
り

の
な
か

で
、
夕
張
炭
山

の

坑
夫
た
ち
は
再
び
た
た
か

い
の
峰
火
を
挙
げ
ま
す
。

丁
度

２
カ
月
過
ぎ
た

７
月
の
１
日
、
同
じ
第

一
斜

坑

の

４４
号
か
ら

４８
号
ま
で
の
切
羽

の
坑
夫
た
ち

二

十
人
が
、
第

二
鉱
主
任

「
直

原
」
技
師
に
面
会
を
求
め
、
①
炭
車

の
歩
引
き

を
大

ま
か

に
　
②

補
助
単

価
を
割
当
前

に
掲

示
す

る

こ
と

　

の
二
項
目

の

要
求
を
し
ま
す
。

５
月

の
例
も
あ
る

の
で
会
社
は
、
ほ
ぼ
全

面
的

に
受
け
入
れ
、
坑
夫
た
ち

は
全
員
入
坑
し
就
労
し
ま
す
。

次
か
ら
次
に
伝
わ

っ
て
２
日
３
日
と

こ
れ

で
何
事
も
な
く
終
わ

っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が

・
・
・
。

翌

７
月
刻
則
、
第

一
鉱
第

二
斜
坑

の
坑
夫
た
ち
七
百
人
が
、
第

一
鉱
主
任

の

「
太

田
技
師
」
に
賃
上
げ
な
ど
三
項
目

の
要
求
を
出
し
て
入
坑
を
せ
ず
休

業
し
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
の
話
が
第

一
斜
坑
に
も
伝
わ

っ
た
３‐
則

、
俺
た
ち
も
と
再
び
二
百
人
が

入
坑
後

に
抜
き
打
ち
同
盟
体
業

に
入
り
ま
す
。

そ
し
て
坑
内

で
集
会
を
開

い

て
六
項

目
の
要
求
を
ま
と
め
、
代
表
を
選
び
仕
事

に
か
か
り
ま
せ
ん
。
選
ば

れ
た

８
人

の
代
表
は
出
坑

し
て
直
原
主
任
と

「
岩
瀬
鉱
長
」

に
会

い
、
六
項

目

の
要
求
書
を
提
出
し
ま
す
。

さ

て

・

な

お
代
表

８
人
は
、
岡
崎
義
賢
、
今
野
助
次
郎
、

田
中
幸
吉
、
鍋
島
松
次

郎
、
桧
垣
仁
二
郎
、
伊
藤
喜

一
郎
、
大
月
角
助
、
坂

口
角
蔵

＊
の
名
前
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
坂

口
角
蔵

の
名

は
、

こ
の
歴
史

散
歩

の
②

回
日
に
も
出

て

い
ま
す

が
、
後

に
も
登
場
し
ま
す
。

くずさんの

夕張歴史散歩 (39)

智

子

積

み
上
げ

た

地
域

の
宝

を

壊

す

Ｔ

Ｐ

Ｐ
か
ら

撤

退

を

イ

モ
、
ビ
ー
ト
、
豆
、
麦

の
四
作
物
を
四
年
で

ロ
ー
テ
ー
シ

ヨ
ン
し
て
作
付
け
す
る
輪
作
体
系
は
、
連
作
障
害
や
病
害
虫
を

防
ぎ
品
質
を
向
上
し
収
量
を
確
保
す
る
技
術

で
、
農
家
が
長
年
、

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
生
み
出
し
ま
し
た
。
先

日
、
訪
れ
た
十
勝

の
農
家
は
、
「
収
益
性
が
低

い
麦
を
作
付
け
す
る
の
は
、
輪
作
体

系
に
欠
か
せ
な

い
か
ら
だ
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
外
国
産

の
麦

の
輸
入
枠

を
作
り
、
国
産
麦

の
下
支
え
と
し
て
い
た

マ
ー
ク
ア

ッ
プ

（輸

入
差
益
）
を
半
減
す
れ
ば
、
麦
生
産
が
困
難
に
な
る
。
輸
作
体

系
は
崩
れ
れ
ば
他

の
作
物
も
ダ

メ
に
な
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

ホ
ル
ス
タ
イ

ン
か
ら
生
ま
れ
た
乳
雄
を
肉
牛
に
育

て
る
農
家

は
、
品
質
で
は
輸
入
肉
に
負
け
な

い
自
信
が
あ
る
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
、
輸

入
牛
肉

の
関
税
が
三
十
人

・
五
％
か
ら
九
％
ま
で
下
が

れ
ば
、
市
場
は
価
格
が
安

い
輸

入
肉

に
置
き
換
わ

っ
て
し
ま
う
。

酪
農
家
か
ら
乳
雄
を
買

い
、
畑
作
農
家
か
ら
小
麦
を
堆
肥
交
換

し
て
い
る
が
、
地
域
循
環
型
農
業
が
崩
れ
る
と
語
り
ま
し
た
。

札
幌
市
内

で

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考
え
る

つ
ど

い
」
（革
新
懇
主
催
）

が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
関
税
が
下
が
れ
ば
、
牛
肉
も
豚

肉
も
安
く
手
に
入
る
か
ら
、
消
費
者
に
と

っ
て
は
有
利
と
宣
伝

さ
れ
て
い
る
」
と
質
問
が
出
ま
し
た
。
酪
農
、
畜
産
、
畑
作
は

共
同
す
る
こ
と
で
地
域
を
支
え
、
加

工
業
者
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

安
全
、
安
心
で
き
る
国
内
産
を
消
費
者
に
届
け
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
長
年
、
積
み
上
げ
た
地
域

の
宝
を
壊
す

こ
と
に
な

り
ま
す
。
医
療
分
野
も
製
薬
会
社
や
保
険
大
手
な
ど

の
金
儲
け

の
た
め
に
、
国
民
が
犠
牲
に
な
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
切
実

で

身
近
な
材
料
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
語
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
撤
退

の
世

論
を

つ
く
り
た

い
。

紙
智
子

「国
会
か
け
あ
る
記
」

参
議
院
議
員
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